
寛
永
文
化
と
寛
永
行
幸
の
光
芒

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　寛
永
期（
1
6
2
4
〜
1
6
4
4

年
）は
、戦
国
時
代
の
荒
廃
を
経
た

京
都
が
、新
た
な
文
化
的
成
熟
へ
と

向
か
う
転
換
点
で
し
た
。徳
川
政
権
が

安
定
を
確
立
す
る
な
か
、京
都
で
は

公
家
文
化
と
武
家
文
化
に
、成
熟
し
た

町
衆
文
化
が
融
合
し
た「
寛
永
文
化
」

が
花
開
き
ま
す
。

　そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
が
、後
水
尾
天
皇
に
よ
る「
寛

永
行
幸
」で
す
。寛
永
3
年（
1
6
2
6
）

9
月
、天
皇
が
二
条
城
へ
行
幸
し
、徳
川

秀
忠
・
家
光
父
子
と
対
面
し
た
こ
の

出
来
事
は
、朝
廷
と
幕
府
の
良
好
な

関
係
を
示
す
政
治
的
意
味
を
持
つ
と

同
時
に
、幕
府
の
文
化
的
威
信
を
示
す

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。行
幸

に
は
後
水
尾
天
皇
や
中
宮
・
徳
川
和
子

を
中
心
に
、公
家
と
幕
府
関
係
者
、

合
わ
せ
て
約
9
0
0
0
人
が
参
加
し
、

衣
装
や
調
度
、儀
礼
の
す
べ
て
が
当
代

随
一
の
美
意
識
を
体
現
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　行
幸
の
舞
台
と
な
っ
た
二
条
城
に

は
、そ
う
し
た
寛
永
文
化
の
粋
を
凝
縮

し
た
空
間
が
新
た
に
創
出
さ
れ
ま
し

た
。天
皇
が
滞
在
す
る
た
め
の
行
幸

御
殿
が
造
営
さ
れ
る
と
と
も
に
、二
の

丸
御
殿
も
大
規
模
に
改
修
さ
れ
、障
壁

画
は
狩
野
探
幽
を
中
心
と
す
る
狩
野

派
の
絵
師
が
手
掛
け
ま
し
た
。金
地
に

松
や
虎
が
躍
動
す
る
画
面
は
、武
家

権
力
の
威
信
と
美
意
識
を
鮮
や
か
に

示
し
て
い
ま
す
。

　5
日
間
の
滞
在
中
、天
皇
に
対
し
て

贅
を
尽
く
し
た
料
理
を
は
じ
め
、舞
楽
、

能
、和
歌
、管
弦
等
、最
高
級
の
文
化

芸
能
が
披
露
さ
れ
、馬
や
調
度
も
献
上

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、天
皇
の
強
い
希
望

に
よ
り
、天
守
に
は
二
度
も
登
ら
れ
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
2
0
2
6
年
12
月
6
日
、長

ら
く
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
の「
寛
永

行
幸
」が
、つ
い
に
現
代
に
よ
み
が
え
り

ま
す
。京
都
御
所
か
ら
二
条
城
へ
向
か

う
行
列
は
、約
4
0
0
年
の
時
を
超
え

て
寛
永
の
雅
を
再
現
し
、そ
の
歴
史
的

瞬
間
を
、私
た
ち
は
ま
さ
に
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

第
32
回

京
都
検
定

京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

第
29
回
京
都
検
定
1
級
公
開
テ
ー
マ「
寛
永
文
化･

寛
永
行
幸
」

寛永行幸の舞台となった二条城。
唐門の華麗な装飾は、当時の権威と美の結晶を象徴している。

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各級10問出題されます。

【
3
級
】 

京
都
の
伝
統
産
業

　
　
　

 

豊
臣
家
と
京
都

【
1
級
】 

寛
永
文
化
・
寛
永
行
幸

第
29
回 

京
都
検
定
の

申
し
込
み
受
付
は

よ
り

開
始
し
ま
す
！

8
月

17
日（
月
）

【
2
級
】

※
団
体
割
引
に
つ
い
て
は
、1
団
体
で
10
名
以
上
の
受
験
者
を

　と
り
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
。

試
験
日

2
0
2
6
年
12
月
13
日（
日
）

【
3
級
】

 

10
時
〜

【
2
級・
1
級
】13
時
30
分
〜 

試
験
会
場

京
都
市
内・
東
京
都
内
の
施
設

試
験
級
・
受
験
料

【
3
級
】3
8
5
0
円 

（
団
体:

3
0
8
0
円
）

【
2
級
】4
9
5
0
円 

（
団
体:

3
9
6
0
円
）

【
1
級
】7
7
0
0
円 

（
団
体:

6
1
6
0
円
）

申
込
期
間

【
個
人
】

 

8
月
17
日（
月
）〜
10
月
19
日（
月
）

【
団
体
】

 

8
月
17
日（
月
）〜
10
月
9
日（
金
）

▲京都検定の
　詳細はこちら

　または
京都検定

山
村 

純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役
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京・和新庵
～文化と産業の交流拠点～

きょう わ しん あん

京都御苑の西、室町一条の閑静な一角に立地する本施設
は、最後の文人画家として知られる富岡鉄斎の旧邸宅をリノ
ベーションし、セミナーや展示会等で多くの方 に々ご利用いた
だいております。このたび期間限定で無料公開しますので、
ぜひこの機会にご来場ください。
※常設の富岡鉄斎作品（レプリカ）の展示はありません

期間中は、2025年に京都日本画新展 
奨励賞 京都商工会議所会頭賞を受
賞した千坂尚義氏（1994年生 京都府
出身）による富岡鉄斎の作風をモチーフ
にした書画一体の作品を展示します。
（作家ご本人も在館予定）

■日時 2026年9月25日（金）13～16時
26日（土）10～16時

■場所 京・和新庵＜京都市上京区室町一条下ル薬屋町429＞
※京都市営地下鉄「今出川駅」より徒歩約6分
※駐車場・駐輪場はございませんので、
　公共交通機関をご利用ください。

一般公開のお知らせ

産業振興部 商工振興課（「京・和新庵」担当）
l050-3498-0010　　spj@kyo.or.jp

お問い合わせ
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